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Ⅰ-1 

 

直近に審査を受けた明細書の記載を参考にして特許明細書を学ぶ 

 
 

「技術者のための明細書作成の教科書」シリーズのねらい 
 

 

技術者・研究者にとって、発明を生み出すだけでなく、 

特許を取得するための特許明細書作成スキルが求められています。 

 

本書は、技術者・研究者のための特許明細書作成の教科書です。 

拒絶査定を受けた明細書から、当初明細書と補正後明細書の比較を行い、 

あるいは、登録査定を受けた明細書から良い点を整理し、 

技術者・研究者が実例を通じて特許明細書の書き方を理解していただき、 

実務で役立てていただくことを目的としています。 

 

◆権利範囲の十分な限定ができなかった例 

◆広い権利の取得を意識し過ぎて、権利範囲が広すぎてしまった例 

◆明細書の記載が足りなかった例 …等 

 

実例から、権利範囲限定の際の留意点、 

実施例記載の際に注意しておくべき点、 

さらには、補正の際の参考などもコメントしています。 

 

コメントは、弁理士の方にご協力を頂き、 

法律や審査基準、判例などを根拠として挙げていますので、 

具体的な例を通じて実践的に役立つ資料になっています。 

 

技術者・研究者の特許明細書作成スキルを向上させ、 

特許明細書の質の向上、特許の登録率の向上にお役立てください。 

 

《ご注意》 

本書は特許取得を保証するものではありません。 

あらかじめご了承ください。この資料は、明細書を書く必要がある技術者・研

究者の方々のための資料です。 

実際に特許明細書を書く際に、実例集として教科書としてお使いください。 
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Ⅰ-2 

 

 

 

１．実際の特許公報を用いています 

実際に特許庁の審査官によりどのような評価を受けたのか、どの程度の記載だと拒絶に

なるか、どのような表現が登録になっているか、実例から学ぶことができます！ 

 

 

 

２．実例を通じて学ぶ工夫がもりこんであります 

具体例の右肩に公報にコメントを付与しています。書面の最初にポイント一言ポイント

がついています。明細書の本文で補正の箇所を明示しており、また、補正の内容について

記載しております。 

 

 

 

３．最新の特許査定、拒絶査定を収録してあります。 

単に特許査定が出たものというだけでなく、直近で査定結果が出たものを数多く収録し

ております。今現在の審査官の判断がどのようなものであるかが分かります。拒絶査定の

例も収録しているので、失敗から学ぶことも出来ます！ 

 

 

以下のアイコンを利用して一覧性を図っています 

 

 

優れている点 

 

記載が不十分な点 

 

補正の入った箇所 

 

参考になる点 
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「技術者のための明細書作成の教科書」ページ構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭部分に登録番

号、公開番号、及び

発明の名称を表示。 
この「ワンポイ

ント・コメント」

の記載によりど

のようなポイン

トがある公報で

あるか、事前に

把握が可能。 

補正箇所をわ

かり易く表示 

公報の記載の

ポイントを直

ぐ横に記載。 

公報の記載内

容を確認しな

がらポイント

を理解可能。 

補正がなされてい

る場合には、補正前

の文章も表示。見比

べながらの比較が

可能。 
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明細書の記載

のポイントは

ある場合には

そこもしっか

り収録。 

図面の記載の

ポイントがあ

る場合にはそ

こもしっかり

収録。 

ポイントが図面

に並記されてい

るので、図面を見

ながらポイント

の把握が可能 
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【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

登録 （公報未発行） 

公開番号 特開２０１０－４９９２１ 

出願番号 特願２００８－２１２７９８ 

発明の名称 燃料電池システム 

 

 

出願当初の独立請求項１及び２は、最低限の構成要素と限定事項を記載すること

により、広い権利の獲得を目指していたが、拒絶理由に鑑みて、出願当初の従属

請求項３の限定事項を追加することにより、許可されている。 

本件の場合には、出願当初の独立請求項１が新規性を有していると判断されたの

で、発明の単一性違反は指摘されなかった。発明の単一性に違反すると、審査さ

れる請求項の数や補正できる範囲が制限されることになる。一般に、独立請求項

１を上位概念で記載する場合には、落としどころとなる従属請求項を、独立請求

項１のなるべく近くに記載しておくことが重要である。 

 

１．特許請求の範囲の記載

【請求項１】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃

焼部と、 

 第１導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝

縮させて凝縮水を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導

出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると

共に、貯留した貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンク

と、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質

燃料が、導入口を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、

前記改質装置の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第

２導出口、前記導入口となるように配置され、さらに、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に

前記改質燃料を供給するための改質燃料流路と、 

補正あり 

ワンポイント・コメント 
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【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低位

部とを接続する水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タン

クの前記貯留水の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水

を、前記水供給流路を介して前記改質燃料流路に噴射するインジェクタ

と、を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

＜ 出願当初の記載 ＞ 

【請求項１】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる

燃焼部と、 

 第１導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を

凝縮させて凝縮水を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部

に導出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留する

と共に、貯留した貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タ

ンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改

質燃料が、導入口を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、およ

び、前記改質装置の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、

前記第２導出口、前記導入口となるように配置されることを特徴とする

燃料電池システム。 
 

 

 

【請求項２】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第１導出口を備え、前記燃料電池から排出される排ガス中の水蒸気を凝縮

させて凝縮水を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出す

る凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共

に、貯留した貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃

料が、前記導入口を介して導入される改質装置と、 

出願当初の請求項１

は、第１導出口、第２

導出口、導入口の高さ

関係のみを特徴とし

ており、進歩性がない

と判断された。補正に

より、拒絶されていた

請求項３の特徴を追

加すると共に、意見書

において拒絶理由に

反論することにより、

許可されている。許可

された請求項１は、水

タンクの貯留水の水

圧を背圧として利用

して、水タンクの貯留

水を改質燃料流路に

噴射することが特徴

となっており、引用文

献の内容と相違して

いる。 

出願当初の請求項２

は、請求項１の燃焼部

を省いた構成であり、

新規性がないと判断

された。請求項１と同

様に、補正により、拒

絶されていた請求項

３の特徴を追加する

と共に、意見書におい

て拒絶理由に反論す

ることにより、許可さ

れている。 
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【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、

前記改質装置の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２

導出口、前記導入口となるように配置され、さらに、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前

記改質燃料を供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部

とを接続する水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンク

の前記貯留水の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水を、前

記水供給流路を介して前記改質燃料流路に噴射するインジェクタと、を備え

ることを特徴とする燃料電池システム。 

＜ 出願当初の記載 ＞ 

【請求項３】 

 請求項１または請求項２に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置

に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低

位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タ

ンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水を、前記水供給

流路を介して前記 

改質燃料流路に噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 
 

 

【請求項５】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第３導出口を備え、貯留する貯留水を前記第３導出口を介して外部に導出

する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃

料が、前記導入口を介して導入される改質装置と、 

 前記水タンクの前記第３導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前

補正あり 

補正後の請求項５

は、出願当初の請求

項６に対応してお

り、出願当初の請求

項３と同様の特徴

を有している。意見

書において拒絶理

由に反論すること

により、許可されて

いる。従って、出願

当初の請求項 3 及

び６は、必要且つ十

分な記載内容であ

ったといえる。 

SAMPLE



【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

記改質燃料を供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第３導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部

とを接続する水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンク

の前記貯留水の水圧を背圧として利用し、前記貯留水を、前記水供給流路を

介して前記改質燃料流路に噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

 

＜ 出願当初の記載 ＞ 

【請求項６】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第３導出口を備え、貯留する貯留水を前記第３導出口を介して外部に

導出する水タンク 

と、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改

質燃料が、前記導 

入口を介して導入される改質装置と、 

 前記水タンクの前記第３導出口より低い低位部を有し、前記改質装置

に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第３導出口と、前記改質燃料流路における前記低

位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タ

ンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記貯留水を、前記水供給流路を介して前

記改質燃料流路に 

噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 
 

 

２．明細書の記載

【課題を解決するための手段】 

【０００６】 

 本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたもの

であり、以下の形態又は適用例として実現することが可能である。 

課題を解決するた

めの手段におい

て、請求項１－８

の内容を、適用例

１－８としてコピ

ーしているが、 
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【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

【０００７】 

[適用例１] 

 燃料電池システムであって、燃料電池と、前記燃料電池で電気化学反応

に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃焼部と、第１導出口を備え、前記

燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水を生成し、

前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出する凝縮部と、第２導出

口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共に、貯留

した貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、導入口

を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、

導入口を介して導入される改質装置と、を備え、前記凝縮部の前記第１導

出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、前記改質装置の前記導入

口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２導出口、前記導入口と

なるように配置されることを要旨とする。 

【００１８】 

 上記構成の燃料電池システムによれば、構成を簡素化することができる。 

 

【発明を実施するための最良の形態】 

【００２４】 

 以下、本発明の実施の形態について、実施例に基づき次の順序で説明す

る。 

Ａ．第１実施例： 

Ａ１．燃料電池システムの構成： 

 図１は、本発明の第１実施例としての燃料電池システム１０００の構成

を示すブロック図である。本実施例の燃料電池システム１０００は、主に、

ブロワ１０と、改質装置２０と、インジェクタ３０と、凝縮器４０と、水

タンク５０と、圧力センサ５５と、改質燃料供給ポンプ６０と、冷却水循

環ポンプ７０と、湯タンク８０と、燃料電池１００と、燃焼部１００Ａと、

制御回路２００と、を備えている。なお、図１において、下方向が重力方

向下向きを示す。 

【００２５】 

 燃料電池１００は、比較的高温（約５００℃～１０００℃）作動する固

体酸化物型燃料電池（ＳＯＦＣ）である。燃料電池１００は、燃料電池セ

ル（図示せず）が複数積層されたスタック構造を有し、燃料ガスとして、

水素および一酸化炭素が、酸化ガスとして、空気（酸素）が導入される。 

 

 

各カテゴリー（装置

又は方法）において

メインとなる１つの

独立請求項の内容を

記載すれば十分であ

る。 

現在では、この欄

は、【発明を実施す

るための形態】に変

更されている。ま

た、「実施例」とい

う用語は、化学物質

の組成等の具体的

な例を示すものと

されているので、

「実施形態」等の用

語を用いることが

望ましい。 

 本例のように、複

数の構成要素を列

挙した後で、個々の

構成要素について

詳しく説明すると、

読み易くなる。 

発明の効果の記載

が簡単すぎるので、

発明の価値を十分

にアピールできて

いない。 
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【００４７】 

Ｃ．変形例： 

なお、上記各実施例における構成要素の中の、独立クレームでクレームさ

れた要素以外の要素は、付加的な要素であり、適宜省略可能である。また、

この発明は上記の実施例や実施形態に限られるものではなく、その要旨を

逸脱しない範囲において種々の態様において実施することが可能であり、

例えば以下のような変形も可能である。 

 

３．図面の記載

             【図１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１について、特

に問題はないが、

燃料ガスや水の

移動方向が一目

で分かるように

描けば、発明の内

容がさらに理解

し易くなると思

われる。 

なるべく多くの変

形例又は実施形態

を記載することが

望ましい。 
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出願当初の全請求項（特許庁ホームページ参照） 

【請求項１】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃焼部と、 

 第１導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共に、貯留した 

貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、導入口 

を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、前記改質装置 

の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２導出口、前記導入口となる 

ように配置されることを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項２】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第１導出口を備え、前記燃料電池から排出される排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共に、貯留した 

貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、前記導 

入口を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、前記改質装置 

の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２導出口、前記導入口となる 

ように配置されることを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項３】 

 請求項１または請求項２に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水を、前記水供給流路を介して前記 

改質燃料流路に噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項４】 

 請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記凝縮部に冷媒を供給し、前記排ガスと熱交換を行う冷却機構を備えることを特徴と 

する燃料電池システム。 

【請求項５】 

 請求項４に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記冷媒は、水であることを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項６】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第３導出口を備え、貯留する貯留水を前記第３導出口を介して外部に導出する水タンク 

と、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、前記導 

入口を介して導入される改質装置と、 

 前記水タンクの前記第３導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 
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 前記水タンクの前記第３導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記貯留水を、前記水供給流路を介して前記改質燃料流路に 

噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項７】 

 請求項６に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃焼部と、 

 第４導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第４導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 を備え、 

 前記水タンクは、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を前記貯留水として貯留するこ 

とを特徴とする燃料電池システム。 

【請求項８】 

 請求項６に記載の燃料電池システムにおいて、 

 第５導出口を備え、前記燃料電池から排出される排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第５導出口を介して外部に導出する凝縮部と、を備え、 

 前記水タンクは、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を前記貯留水として貯留するこ 

とを特徴とする燃料電池システム。 
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補正後の全請求項（特許庁ホームページ参照） 

 

  【請求項１】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃焼部と、 

 第１導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共に、貯留した 

貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、導入口 

を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、前記改質装置 

の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２導出口、前記導入口となる 

ように配置され、さらに、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水を、前記水供給流路を介して前記 

改質燃料流路に噴射するインジェクタと、を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

  【請求項２】 

 燃料電池システムであって、 

 燃料電池と、 

 第１導出口を備え、前記燃料電池から排出される排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第１導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 第２導出口を備え、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を貯留すると共に、貯留した 

貯留水を前記第２導出口を介して外部に導出する水タンクと、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、前記導 

入口を介して導入される改質装置と、 

 を備え、 

 前記凝縮部の前記第１導出口、前記水タンクの前記第２導出口、および、前記改質装置 

の前記導入口は、高さが高い順に、前記第１導出口、前記第２導出口、前記導入口となる 

ように配置され、さらに、 

 前記水タンクの前記第２導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第２導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記水タンクの前記貯留水を、前記水供給流路を介して前記 

改質燃料流路に噴射するインジェクタと、を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

  【請求項３】 

 請求項１または請求項２に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記凝縮部に冷媒を供給し、前記排ガスと熱交換を行う冷却機構を備えることを特徴と 

する燃料電池システム。 

  【請求項４】 

 請求項３に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記冷媒は、水であることを特徴とする燃料電池システム。 

  【請求項５】 

 燃料電池システムであって、 

燃料電池と、 
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 第３導出口を備え、貯留する貯留水を前記第３導出口を介して外部に導出する水タンク 

と、 

 導入口を備え、前記水タンクから導出された前記貯留水、および、改質燃料が、前記導 

入口を介して導入される改質装置と、 

 前記水タンクの前記第３導出口より低い低位部を有し、前記改質装置に前記改質燃料を 

供給するための改質燃料流路と、 

 前記水タンクの前記第３導出口と、前記改質燃料流路における前記低位部とを接続する 

水供給流路と、 

 前記改質燃料流路と前記水供給流路との接続部に配置され、前記水タンクの前記貯留水 

の水圧を背圧として利用し、前記貯留水を、前記水供給流路を介して前記改質燃料流路に 

噴射するインジェクタと、 

 を備えることを特徴とする燃料電池システム。 

  【請求項６】 

 請求項５に記載の燃料電池システムにおいて、 

 前記燃料電池で電気化学反応に供された後の燃料ガスを燃焼させる燃焼部と、 

 第４導出口を備え、前記燃焼部において燃焼後の排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第４導出口を介して外部に導出する凝縮部と、 

 を備え、 

 前記水タンクは、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を前記貯留水として貯留するこ 

とを特徴とする燃料電池システム。 

  【請求項７】 

 請求項５に記載の燃料電池システムにおいて、 

 第５導出口を備え、前記燃料電池から排出される排ガス中の水蒸気を凝縮させて凝縮水 

を生成し、前記凝縮水を前記第５導出口を介して外部に導出する凝縮部と、を備え、 

 前記水タンクは、前記凝縮部から導出された前記凝縮水を前記貯留水として貯留するこ 

とを特徴とする燃料電池システム。 
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拒絶理由通知書の該当箇所（特許庁ホームページ参照） 

 

拒絶理由通知書 

 

この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものです。これについて意見がありましたら、この通知書の

発送の日から６０日以内に意見書を提出してください。 

 

理 由 

 

１．この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国において、頒布された下記の

刊行物に記載された発明又は電気通信回線を通じて公衆に利用可能となった発明であるから、特許法第２

９条第１項第３号に該当し、特許を受けることができない。 

 

２．この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国において、頒布された下記の

刊行物に記載された発明又は電気通信回線を通じて公衆に利用可能となった発明に基いて、その出願前に

その発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者が容易に発明をすることができたものである

から、特許法第２９条第２項の規定により特許を受けることができない。 

 

記   （引用文献等については引用文献等一覧参照） 

 

＜理由１＞ 

・請求項 ２、４ 

・引用文献等 １ 

・備考 

引用文献１【００２０】－【００３２】、【図１】参照。燃料電池の排ガス中の水蒸気を凝縮させる凝縮

器、凝縮器によって凝縮された水を貯める水タンク、及び、水タンクからの水が供給される改質器を備え

る燃料電池システムにおいて、高さが高い順に、凝縮器の排出口、水タンクの排出口、及び、改質器の水

導入口となるように配置される点が記載されている。また、排ガスを冷却することにより水蒸気を凝縮さ

せる点も記載されている。 

よって、請求項２、４に係る発明は、引用文献１に記載された発明である。 

 

＜理由２＞ 

・請求項 ２、４ 

・引用文献等 １ 

・備考 

 理由１参照。 

 

・請求項 １ 

・引用文献等 １ 

・備考 

燃料電池からの排ガスを燃焼させ、燃焼排ガス中の水蒸気を凝縮させて貯留することは、本願出願前に周

知の技術である（例えば、特開２００７－２３４３７４号公報【００２１】－【００２２】等を参照）か

ら、引用文献１に記載された発明に周知の技術を適用し、燃焼排ガス中の水蒸気を凝縮させるものとする

ことは、当業者が容易になし得たことである。 

 

・請求項 ３、６－８ 

SAMPLE



【登録事例０１】  特願２００８－２１２７９８ 

 

 

広い権利の取得を目指して広すぎてしまった例 

・引用文献等 １ 

・備考 

改質燃料流路と改質水流路とを接続すること、及び、改質水流路にインジェクタを設けて流量を調整する

ことは、本願出願前に周知の技術である（例えば、特開２００７－１９４１６９号公報【０００９】－【０

０１２】、【図１】等を参照）。したがって、引用文献１に記載された発明に周知の技術を適用し、改質

燃料流路と改質水流路とを接続し、また、改質水流路にインジェクタを設けるようにすることは、当業者

が容易になし得たことである。そうすれば、水タンクは改質水流路よりも高い位置にあるのであるから、

当該インジェクタは水タンクの水圧を背圧として利用して改質水を噴射するものとなる。また、改質燃料

流路を水タンクよりも低い位置に設けるようにすることは、当業者が適宜なし得たことである。 

  

・請求項 ５ 

・引用文献等 １ 

・備考 

凝縮器に冷媒として水を供給することにより、排ガス中の水蒸気を凝縮させることは、本願出願前に周知

の技術である（例えば、特開２００７－２３４３７４号公報【００２４】、【図１】等を参照）。 

 

 

引 用 文 献 等 一 覧 

 

１.特開２００６－２３６５９８号公報 

 

                                以上 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

           先行技術文献調査結果の記録 

 

・調査した分野  ＩＰＣ Ｈ０１Ｍ  ８／００ －  ８／２４ 

 

・先行技術文献  なし 
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掲載特許一覧表 
出願番号昇順 

 

出願番号 公開／登録番号 出願人 出願日 査定結果 

特願 2008-212798 特開 2010-049921 
トヨタ自動車株式会社 

アイシン精機株式会社 
20080821  登録査定 

特願 2008-216699 特開 2010-055796 トヨタ自動車株式会社 20080826  拒絶査定 

特願 2008-219093 特開 2010-055910 
株式会社日立製作所 

ＴＯＴＯ株式会社 
20080828  登録査定 

特願 2008-231972 特開 2010-067438 日産自動車株式会社 20080910  登録査定 

特願 2008-234556 特開 2010-067548 ＴＯＴＯ株式会社 20080912  登録査定 

特願 2008-237145 特開 2010-071493 パナソニック株式会社 20080916  登録査定 

特願 2008-245235 特開 2010-078199 株式会社荏原製作所 20080925  拒絶査定 

特願 2008-245251 特開 2010-080155 株式会社日立製作所 20080925  拒絶査定 

特願 2008-257769 特開 2010-086917 株式会社荏原製作所 20081002  拒絶査定 

特願 2008-265194 特開 2010-097709 本田技研工業株式会社 20081014  登録査定 

特願 2008-274306 特開 2010-104168 本田技研工業株式会社 20081024  拒絶査定 

特願 2008-279832 特開 2010-108767 日産自動車株式会社 20081030  拒絶査定 

特願 2008-279943 特開 2010-108770 

株式会社東芝 

東芝燃料電池システム株式会社 

出光興産株式会社 

株式会社コロナ 

20081030  拒絶査定 

特願 2008-280948 特開 2010-108807 
東芝燃料電池システム株式会社 

株式会社東芝 
20081031  登録査定 

特願 2008-281241 特開 2010-108832 
東芝燃料電池システム株式会社 

株式会社東芝 
20081031  拒絶査定 

特願 2008-284138 特開 2010-113885 
東芝燃料電池システム株式会社 

株式会社東芝 
20081105  拒絶査定 

特願 2009-028156 特開 2010-108893 三星電機株式会社 20090210  拒絶査定 

特願 2009-276622 特開 2010-097948 パナソニック株式会社 20091204  登録査定 

特願 2012-555248 特許 5209153 パナソニック株式会社 20120905  登録査定 

特願 2012-245706 特許 5210450 個人出願 20121107  登録査定 
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